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平成 22 年度は, 高知県内に三つの調査地域を設け情
報を収集した. 対象地域は, 室戸市（県東部）, 中土佐
町（中央部）および四万十市（県西部）である. 
 各調査対象地域へ平成 22 年 4 月, 7 月, 10 月, 平成 23



















調査方法：事前に手法を統一した 2 名の検査者が 9
個体のチンパンジーの口腔検査を実施した. 内訳は, 
9歳/女, 9歳/女, 10歳/男, 25歳/女, 28歳/女, 32歳/女, 33
歳/女, 42 歳/女, 43 歳/男 である. 結果：対象歯は総計
で 279 本である. そのうち 2 本が喪失歯, 8 本がう蝕
歯, 処置歯無し, したがって, DMF 歯は 10 歯, DMF
指数は 1.11 であった. 歯周ポケットの深さは, 277
歯中, 5mm が 8 歯に, 6mm が 2 歯に, 7mm が 1 歯に, 
8mm が 1 歯に, 10mm が 1 歯に認められた. この他の
すべての歯のポケット深さは 4mm 以下であった. 歯
周ポケット測定時に出血が認められなかったのは 6
個体, 動揺歯が認められなかったのは 7 個体であっ



















5 種からなる. 近年, 遺伝学者を中心に, マントヒヒを
のぞいた 4種を一括してサバンナヒヒ 1種と分類するこ
とが提起されているものの, 行動にみられる多くの違





Hominoid Personality Questionnaire (HPQ),subjective 
well-being questionnaire, ヒトの気質と性格を測定するパ
ーソナリティ質問紙  (TCI), イヌの気質を測定する
















陽性細胞の分布を精査するとともに, その in situ 
hybridization により遺伝子発現の検出を試み, データを
詳細に解析した. 
 今後, さらに例数を増やし, メタスチンニューロンの
分布する脳領域を同定し, かつ発現調節機構の解明を
目指すこととした. 
 
B-57 マカクの性皮腫脹に関する分子基盤研究 
小野英理, 石田貴文（東大・院・生物科学） 
対応者：鈴木樹理 
霊長類にはその発情期に明確な性的シグナルを発す
る種がある. 例えばマカク属のいくつかの種ではメス
の性皮腫脹（ここでは体積増加と紅潮を含む）が起こる
ことが知られている. この性皮腫脹はいわゆる性ホル
モンによって調節されており, その関連研究が行われ
ている. しかし先行研究では近年急速に発達した分子
生物学からの知見は乏しい.我々はこの性皮腫脹に着目
し,その機能的意義について内分泌系を中心とした分子
基盤研究からアプローチする. 研究初年度にあたる本
年度は, 採材と実験系確立を主目的とした. アカゲザル
とニホンザルの発情期と非発情期に性皮の色測定,性皮
組織の採材を行った. 色測定からは, 先行研究で類似し
た性皮腫脹を示すとされる両種が, 異なる紅潮を示す
ことがわかった. 採材組織からは固定標本を作製し, HE
染色後, 色変化に関連した画像解析を進めている. さら
に固定標本を用いた免疫組織化学染色プロトコルの最
適化を行っている. また凍結組織からの核酸抽出を完
了し, 遺伝子発現解析の実験系確立を行っている. 
